
〔Daily 日本史〕～第二次世界大戦～ 
 
【問】 2003年 明治大学  文一部 

 

 近現代の政治・経済について述べた次の文章Ａ・Ｂを読み，下記の設問に答えよ。解答は解答欄に記

入せよ。 

 

Ａ すでに ａ が始まっていた 1945(昭和 20)年４月， ｂ 内閣は退陣し，鈴木貫太郎内閣が成立し

た。鈴木内閣は，本土決戦準備を進めたが，５月上旬にドイツが無条件降伏し， ａ の見通しも暗

くなったため，国家指導層内部では，終戦を模索する動きが活発になった。７月 26日にはドイツのポ

ツダムで，アメリカ・イギリス・ソ連の３国首脳が会談し， ｃ の３国の名で，日本の無条件降伏

を要求するポツダム宣言が発表された。宣言には戦後における日本での ｄ の除去と基本的人権の

確立， ｅ の処罰，(ｱ)カイロ宣言の履行，連合国による日本の占領などが示されていた。その後，

アメリカは，広島・長崎に原子爆弾を投下し，ソ連も日本に宣戦布告した。 

 鈴木内閣は，８月９日と 14日に御前会議を開き，ポツダム宣言は(ｲ)天皇の国家統治の大権を否定し

ないとの解釈のもとに，その受諾を決定し，連合国側に通告，15 日正午の天皇による「終戦の詔書」

の放送(玉音放送)によって戦争終結を国民に知らせた。 

 

 

設 問  

 

１ 空欄ａ・ｂにあてはまる語句の組み合せとして正しいものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

① ａ─サイパン戦 ｂ─東条英機 

② ａ─サイパン戦 ｂ─小磯国昭 

③ ａ─沖縄戦 ｂ─東条英機 

④ ａ─沖縄戦 ｂ─小磯国昭 

 

 

２ 空欄ｃにあてはまる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

① アメリカ・イギリス・ソ連 ② アメリカ・イギリス・中華民国 

③ アメリカ・中華民国・ソ連 ④ イギリス・中華民国・ソ連 

 

 

３ 空欄ｄ・ｅにあてはまる語句の組み合せとして正しいものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

① ｄ─天皇制 ｅ─戦争犯罪人 

② ｄ─天皇制 ｅ─戦争指導者 

③ ｄ─軍国主義 ｅ─戦争犯罪人 

④ ｄ─軍国主義 ｅ─戦争指導者 

 

 



４ 下線部(ｱ)に関して，カイロ宣言について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちか

ら一つ選べ。 

① アメリカ・イギリス・中華民国が，日本の無条件降伏まで戦うことを宣言している。 

② 満州・台湾・澎湖諸島の中国返還を基本方針とすることを宣言している。 

③ 戦後における朝鮮の解放(独立)を基本方針とすることを宣言している。 

④ この宣言の拒絶は徹底的な破壊あるのみであるとして，直ちに宣言を受諾して無条件降伏す

るように要求している。 

 

 

５ 下線部(ｲ)に関して，ポツダム宣言受諾をめぐる動向について述べた文として正しいものを，次の

①～④のうちから一つ選べ。 

① ８月９日の御前会議では，出席者全員の賛成で，直ちに宣言受諾が決定され，最後に天皇が

それを承認した。 

② ８月 14日の御前会議後，「本土決戦」を叫ぶ一部の軍人たちによってクーデターが試みられ

たが，15日には鎮圧された。 

③ 「終戦の詔書」は８月 15日付で公布された。 

④ ８月 15日の正午をもって，連合軍との全ての戦闘が終了した。 

 

 

Ｂ 第二次世界大戦後，GHQは，農村の民主化を進めるために，日本政府に地主制の解体を求めた。 

 ｆ 内閣は，1945(昭和 20)年 11 月，在村地主の貸付地所有限度を５町歩(約５ha)とする農地改革

案を作成した。GHQはこれに満足しなかったが，改革案中の小作料の ｇ については，実施するよ

う指令した(第１次農地改革)。GHQは，農地改革の徹底を要求し，日本政府は，1947年から 1949年

にかけて(ｳ)第２次農地改革をおこなった。その結果， ｈ はなくなり，在村地主の貸付地所有限度

も１町歩(約１ha)，自作地を含めても３町歩(約３ha)が所有限度と定められ，これを越える分は政府

が買い上げて， ｉ を通じて小作農に優先的に売り渡した。それまでの農村の支配的秩序であった，

封建的な地主・小作関係を基礎とする地主制はここに解体されたのである。 

 また，占領当初，日本経済を支配してきた財閥を日本軍国主義の基盤の一つとみなした GHQは，1

945 年末に三井・三菱・住友・安田などの財閥の解体と資産凍結を指令し，1946 年４月には持株会社

整理委員会令を公布した。1947年には，財閥の復活を防止するために ｊ が，日本製鉄などの独占

企業を分割するための ｋ が制定されたが，(ｴ)財閥解体政策は，その後，米ソ冷戦の激化とともに

次第に緩和されていった。 

 

 

設 問  

 

６ 空欄ｆ・ｇにあてはまる語句の組み合せとして正しいものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

① ｆ─吉田茂 ｇ─物納制 

② ｆ─吉田茂 ｇ─金納制 

③ ｆ─幣原喜重郎 ｇ─物納制 

④ ｆ─幣原喜重郎 ｇ─金納制 



７ 空欄ｈ・ｉにあてはまる語句の組み合せとして正しいものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

① ｈ─不在地主 ｉ─農地委員会 

② ｈ─不在地主 ｉ─農業協同組合 

③ ｈ─小作地 ｉ─農地委員会 

④ ｈ─小作地 ｉ─農業協同組合 

 

 

８ 空欄ｊ・ｋにあてはまる語句の組み合せとして正しいものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

① ｊ─独占禁止法 ｋ─重要産業統制法 

② ｊ─過度経済力集中排除法 ｋ─重要産業統制法 

③ ｊ─独占禁止法 ｋ─過度経済力集中排除法 

④ ｊ─重要産業統制法 ｋ─過度経済力集中排除法 

 

 

９ 下線部(ｳ)について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 第二次農地改革のために，自作農創設特別措置法が制定された。 

② 第二次農地改革のために，小作調停法が制定された。 

③ 第二次農地改革の結果，全耕地の約 50％が自作地となった。 

④ 第二次農地改革の結果，山林・原野についても地主制が解体された。 

 

 

10 下線部(ｴ)について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 持株会社整理委員会令は，財閥が株式や社債の所有を通して多くの会社を支配することを禁

止した法令である。 

② 持株会社整理委員会によって指定された会社は，その所有証券をすべて委員会へ譲渡し，処

分を受けた。 

③ 解散を命じられた持株会社には，三井合名会社・三菱合資会社が含まれていた。 

④ 敗戦により軍需産業が衰退したため，解体が命じられた財閥には，日産・日窒・理研・中島・

日曹などの新興財閥は含まれていなかった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
【解答】 

 

 

Ａ １ ④ ２ ② ３ ③ ４ ④ ５ ② 

 

 

Ｂ ６ ④ ７ ① ８ ③ ９ ① 10 ④ 

 
 


